
データベース構築状況の調査について

平成28年12⽉27⽇
システム基盤技術検討会 事務局

資料３
システム基盤技術検討会
Ｈ２８．１２．２７



1

推進分野 関連施策
（SIP含む）

推進機関 推進リーダー スケジュール

インフラを中⼼としたデータ SIP「・・・」 ・・省、・・団体、
・・機構、（企業）、等

（産業界または
学術界の有識者）

防災を中⼼としたデータ
地図を中⼼としたデータ

○システムの⾼度化に向けたデータベース構築状況を各戦略協議会・WGにヒアリング
して、さらにシステム基盤技術検討会で議論した上で「Society 5.0」を実現するプ
ラットフォームとして重要なデータや共有すべきデータについて、推進機関、推進
リーダーを設定して構築体制を明確にする。

●

●

●

●

●

●

＜推進体制の整理のイメージ＞

＜⼿順フロー＞
実務者会合

システム基盤技術検討会
戦協・WG・SIP

有識者
データベース
調査の依頼案

依頼内容の確認、承認
第７回（12/1）

データ活⽤を推進すべき分野の検討
第８回（本⽇） 特定分野の

関係者、
データの管理者推進すべき分野の推進体制整理

第９回（2/17）

概要ヒアリング

詳細ヒアリング

●

●

●

●

第３回（11/28）

●

●

●

●

データベース構築状況のヒアリングについて
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○各システムの⾼度化に資するデータベースを着実に整備することが、将来のデータ連
携を図る上で重要ではないか。

○データベースの着実な整備を推進しつつ、将来のシステム連携を⾒据えた通信イン
ターフェースやデータフォーマットも事前に検討していくべきではないか。

データ活⽤を推進すべき分野の検討にあたって

●規制・制度改⾰の推進と社会的受容の醸成
●知的財産戦略と国際標準化の推進

●能⼒開発・⼈材育成の推進

データベースデータベース

新たな
サービス

エネルギー
バリューチェーン

⾼度道路
交通システム

ものづくり
システム

スマート
⽣産システム

スマート・フード
チェーンシステム

統合型
材料開発
システム

おもてなし
システム

地域包括
ケアシステム

インフラ
維持管理システム

防災・減災
システム

地球環境データ
プラットフォーム

①基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの⾼度化に
資するデータベース構築と、

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース、
データフォーマットの検討

複数システム間で利活⽤
が期待されるデータベース
の在り⽅の検討

基盤技術
AI、ビッグデータ処理技術

サイバーセキュリティ等

●「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ

３次元
地図データエネルギー

需給データ

異業種間
データ流通促進

地球環境
データ

医療データ

ヒト・モノ・車
位置データ

映像データ

衛星観測
データ



データ活⽤を推進すべき分野 検討のポイント

エネルギー
バリューチェーン

⾼度道路
交通システム

ものづくり
システム

地域包括
ケアシステム

インフラ
維持管理
システム

● ● ●

Ａデータ
Ｂデータ
Ｃデータ

Ｄデータ

Ｅデータ

Ｆデータ
Ｇデータ

Ｉデータ

Ｋデータ
Ｌデータ
Ｍデータ

Ｎデータ

Ｏデータ

Ｐデータ
Ｑデータ
Ｒデータ
Ｓデータ

Ｔデータ

Ｈデータ Ｈデータ

Ｕデータ
Ｖデータ
Ｗデータ

Ｘデータ

実⽤化が近い

実⽤化が遠い

Ｈデータ

他への展開が図れそうなデータ

各システムで共通に整備すべきデータ

○各システムの概要ヒアリング結果をもとにデータベース構築の実現可能性について
整理した上で、以下のポイントに着⽬してはどうか。

Ａ．システムの⾼度化のため加速する必要があるデータ
Ｂ．各システムで共通に整備すべきデータ
（Ｃ．他への展開が図れそうなデータ）

データベース構築状況

システムの⾼度化のため
実⽤化を加速する必要があるデータ

Ｈデータ

３



システム エネルギーバ
リューチェーン

ものづくり
システム

⾼度道路
交通システム

インフラ
維持管理
システム

防災・減災
システム

スマートフード
チェーン

スマート⽣産
システム

地球環境プ
ラットフォーム

統合型材料
開発システム

地域包括
ケアシステム

おもてなし
システム

システム外への
共有も検討

・気象観測データ
・CO2排出量データ
・先端科学技術のリ
スク評価データベー
ス
・社会的価値データ
ベース
・産業の排熱データ
ベース（熱量、位
置）

・各種⽣産統計
データ
（鉱⼯業、⾃動
⾞他）
・労働⼒調査
データ

ダイナミックマップを
構成する各種
データ
・⺠間保有デー

タ（３次元地図
データ）

・施⾏現場
データ
・三次元地図
データ
・公共建築物
三次元データ
・インフラの維
持管理履歴
データ
・建築物の三
次元データ

・災害時の被害
状況データ、道
路通⾏規制デー
タ、避難所状況
データ
・⾃然災害リスク
に関するデータ
・被害推定のた
めの建物データ、
⼈⼝データ、地
盤データ
・気象観測データ
・局地的⼤⾬予
測データ
・デジタル３Ｄ地
形データ

・農林⽔産統計
データ

・空間診断画像
データ
・地域の⽔管理
データ
・気象観測データ
・３次元地図
データ
・（公的機関が
取得した）作物
の育種・品種・栽
培の基礎データ
・栽培等に関す
る⽤語データベー
ス

・気象観測データ
・海洋観測データ
・国⼟管理データ

・鍛造材⼒学特
性データ
・鍛造シミュレータ
の鍛造データ
・材料データベー
ス（機械的特性、
クリープ特性、疲
労特性、破壊特
性、⽔素脆化、
ＣＣＴ図、組織
写真）
・航空機材料の
特性データ（Ｊ
ＡＸＡ）

・翻訳⽤語彙
コーパス
・ＩｏＴデータ
ベース
・映像データ
ベース

システム内での
利⽤

・電⼒スマートメーター
データ
・ガス消費量データ
・灯油消費量データ
・エネルギーキャリア消
費量データ（⽔素、
MCH、アンモニア等）
・⽔道消費量データ
・配電柱からの気象
データ
・発電機、発電システ
ムのセンサデータ（発
電量、異常検知）
・再⽣可能エネルギー
システムのセンサデータ
（発電量、異常検
知）
・次世代⾃動⾞（EV,
PHV, FCV等）の位
置データ
・蓄電池等のSOC管
理データ
・海洋資源関連データ
・⾃動⾞⽤内燃機関
実験データベース

・IoT化により収
集されるサプライ
チェーン全体に
渡るデータ（受
発注、現場の⽣
産管理データ、
品質管理データ
等を含む）
・顧客の購買情
報データ
・各種設計デー
タ

ダイナミックマップ
を構成する各種
データ
公的機関（都道
府県警察や道路
管理者等）など
において管理、運
⽤されているデー
タ⼀部⺠間データ
も含まれる⾒込
み）
・信号情報
・渋滞情報
・事故情報
・⼯事情報
・規制情報
・構造物情報
・⾞線情報 等

・構造物の劣
化診断記録
データベース
・現場の⽣産
管理データ、品
質管理データ
・群衆流動関
連データ

・地震津波観測
データ
・検索⽤津波シ
ナリオバンク

・農作物の遺伝
⼦データ
・栽培特性データ、
品種特性データ
・作物の⽣産
データ
・機能性成分の
⾝体影響データ
・植物⼯場の栽
培管理データ

・栽培期間中の
作業データ、圃
場環境データ
・収穫物の収量・
品質データ

・環境測定・観
測データ

・航空機材料
の⼒学特性デー
タ（⺠間保有）

・NDB
・⼈⼝動態統計と
厚⽣労働省所管
の統計情報
・診療録情報、看
護記録
・企業検診情報
・DNA Data
・久⼭町等ゲノムコ
ホート調査
・⻑期縦断疫学調
査
・⾎清バンク
・上⽔ 下⽔ Map
・医療福祉機関情
報
・⽼⼈保健法に基
づく検診情報
・妊産婦検診情報
・乳幼児健診（1
歳6か⽉、3歳時
検診）情報
・がん登録情報

データベース構築概要ヒアリングの全体俯瞰

三次元地図データ 気象観測データ
国⼟管理データ
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